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【
第
一
部
　
酪
農
研
修
会
】

■�

新
様
式
へ
の
記
帳
、
記
録
、
保
管
は

な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ポ
イ
ン
ト
一
：
法
的
根
拠
は
？

　

食
品
安
全
基
本
法（
平
成
十
五
年
五
月

二
十
三
日
制
定
）、
食
品
衛
生
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律（
平
成
十
五
年
五
月
三
十

日
公
布
）に
よ
り
、
食
品
中
に
残
留
す
る
農

薬
、
動
物
用
医
薬
品
及
び
飼
料
添
加
物（
以

下
「
農
薬
等
」と
い
う
）に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
度（
注
一
）が
平
成
十
八
年
五
月

二
十
九
日
に
施
行
さ
れ
、
農
薬
等
の
残
留
規

制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
受
け
て
、

生
産
者
は
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
「
生
乳
生

産
管
理
チ
エ
ッ
ク
シ
ー
ト
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
・
配
布
し
、
生
乳
生
産
状
況
を
記
帳
・

記
録
・
保
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保

管
年
限
は
、
法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
は
家
畜
排

せ
つ
物
法
、
飼
料
安
全
法
に
基
づ
く
記
録
・

保
存
も
含
ま
れ
ま
す
が
、こ
の
内
容
は
今
回
、

説
明
を
省
き
ま
す
。

（
注
一
）ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
と
は
？�����������������������������������������

　

食
品
衛
生
法
並
び
に
厚
生
労
働
省
関
連
告

示
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
残
留

農
薬
等
が
一
定
量
以
上
含
ま
れ
る
食
品
の
流

通
を
原
則
禁
止
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
酪
農
研
修
会

四
会
場
に
併
せ
て
百
十
名
が
参
加

第
一
部
：
生
乳
生
産
管
理
チ
エ
ッ
ク
シ
ー
ト

　
　
　
　

�
の
記
帳
・
記
録
・
保
管
100
％
を
目
指
す
！

第
二
部
：
衛
生
的
乳
質
向
上
の
実
現
は

　
　
　
　

適
正
な
洗
浄
徹
底
等
に
あ
り
！

ボードを指さして説明する中山事業推進課長

　

広
酪
は
、
県
内
四
会
場
で
酪
農
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
勢
百
十
名
の
組
合
員
等

の
出
席
が
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
版
の
生

乳
生
産
管
理
チ
エ
ッ
ク
シ
ー
ト（
以
降
「
新

様
式
」）の
説
明
を
加
え
、
こ
の
記
帳
・
記
録

等
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

よ
り
開
始
し
、
九
月
末
迄
に
、
主
要
三
項
目

の
①
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
②
動
物

用
医
薬
品
等
の
投
与
記
録
、
③
乾
乳
軟
膏
の

使
用
記
録
に
関
し
て
、「
記
帳
率
百
％
達
成
」

を
目
標
に
そ
の
実
行
を
求
め
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
搾
乳
機
器
等
の
衛
生
管
理
を
示

す
「
搾
乳
機
器
衛
生
管
理
ボ
ー
ド
」を
生
乳

処
理
室
に
掲
げ
て
戴
く
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
こ
の
ボ
ー
ド
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月

末
迄
に
、
生
乳
出
荷
組
合
員
に
対
し
て
配
布

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
配
布
後
は
、
こ
の

ボ
ー
ド
へ
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
各
生
乳

出
荷
組
合
員
の
実
態
に
沿
っ
て
記
入
し
、
生

乳
処
理
室
へ
の
掲
示
を
求
め
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
第
一
部
は
新
様
式
の
説
明
、
第

二
部
は
、
梅
原
健
治
氏（
㈲
ベ
ッ
セ
ル
代
表
）

を
招
き
「
搾
乳
現
場
に
お
け
る
衛
生
的
乳
質

向
上
へ
の
取
り
組
み
」と
題
す
る
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
新
様
式
に
関
し
て
紹
介
し

ま
す
。

３月6日〜9日

生乳処理室に
「搾乳機器衛生管理ボード」

の設置を!!
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ポ
イ
ン
ト
二
：

広
酪
の
取
り
組
み
姿
勢
等

一
．�

生
乳
を
生
産
す
る
者
と
し
て

　
　
一
義
的
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う

　

広
酪
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
開
始
の

「
第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
」の
中
に
、
消
費

者
に
対
す
る
生
乳
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
を
掲
げ
、
具
体
的
に
は
、
①
生
乳
出

荷
組
合
員
に
よ
る
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
百
％
記
帳
・
記
録
・
保
管
の
達
成
、

②
生
乳
に
か
か
る
体
細
胞
数
、
細
菌
数
の
数

値
に
関
し
て
体
細
胞
数
は
三
十
万
個
／
㎖
以

下
、
細
菌
数
は
一
万
個
／
㎖
以
下
を
占
め
る

生
乳
出
荷
量
の
割
合
が
九
十
％
に
達
す
る
よ

う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
出
荷
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
記

帳
を
通
じ
て
生
産
し
た
生
乳
の
安
全
・
安
心

を
担
保
す
る
「
一
義
的
責
任
」を
果
た
し
て

戴
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
新
様
式
へ
の
記
帳
等
は
、
自
ら
営
む

酪
農
経
営
を
守
る
こ
と
に
も
結
び
つ
き
ま

す
。
重
ね
て
、
記
帳
・
記
録
・
保
管
へ
の
対

処
に
関
し
て
理
解
と
実
行
を
お
願
い
し
ま

す
。

二
．
新
様
式
の
説
明

　

こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
来
ま
し
た
様
式
に

つ
い
て
、「
記
入
し
易
い
よ
う
に
改
善
を
求

め
る
」と
の
利
用
者
側
の
指
摘
を
踏
ま
え
て

新
様
式
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
式
は
、

①
毎
日
記
帳
す
る
も
の

②�

使
用
、
実
施
、
変
更
又
は
購
入
の
都
度
、

記
帳
・
保
管
す
る
も
の

③�

年
一
回
記
帳
す
る
も
の
に
、
区
分
さ
れ
、

新
た
に
、
搾
乳
機
器
の
衛
生
管
理
を
示
す

「
搾
乳
機
器
衛
生
管
理
ボ
ー
ド
」（
以
降

「
ボ
ー
ド
」）を
生
乳
処
理
室
の
目
立
つ
位

置
に
掲
示
し
て
戴
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ー
ド
は
、
平
成

二
十
四
年
五
月
末
迄
に
、

生
乳
出
荷
組
合
員
に
対

し
て
配
布
す
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

新
様
式
の
説
明
会
に

出
席
の
生
乳
出
荷
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
説
明

会
当
日
に
新
様
式
に
加

え
て
バ
イ
ン
ダ
ー
等
を

配
布
し
ま
し
た
。
一
方
、

欠
席
の
生
乳
出
荷
組
合

員
の
皆
様
に
対
し
ま
し

て
は
、
三
月
末
迄
を
目
標
に
担
当
職
員
が
新

様
式
の
説
明
を
さ
せ
て
戴
く
予
定
で
行
動
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
の
集
乳
に
お
い
て
は
運
転
手

が
、
新
様
式
の
「
衛
生
管
理
チ
エ
ッ
ク
シ
ー

ト
」を
確
認
し
た
う
え
で
集
乳
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
様
式
へ
の
記
載
ポ
イ
ン
ト
は
四
頁
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特集 一義的責任を果たしましょう

■一義的責任を果たそう

根拠法令

残留基準

全ての食品（加工品を含む）

農薬、動物用医薬品、飼料添加物

個々に設定（不検出含む） （一律）0.01ppm

食品衛生法第 11 条第 1項 食品衛生法第 11 条第３項

一律基準

基　準

規制の対象
となる物質

規制の対象
となる食品

■ポジティブリストに関する管理■
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（新様式の表紙） （新様式の 3頁に記載の生産者の取り組みの再確認を　
行ってください）

（新様式の４頁から５頁に記入例があります）

■新様式への記載ポイント

別途様式 本冊子
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ベッセルタオルを使用した乳頭清拭の実演の様子

【
第
二
部
　
酪
農
研
修
会
】

特集 一義的責任を果たしましょう

①�

搾
乳
機
器
の
洗
浄
に
お
い
て
は
、
開
始
温

度
七
十
℃
以
上
、
最
終
温
度
四
十
℃
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要�

②�

酸
性
洗
剤
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
、
最
低

四
日
に
一
度（
一
％
）は
実
施
を
、
更
に
、

二
日
に
一
度（
〇
・
五
％
）で
行
う
と
効
果

が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
必
ず
ア
ル
カ
リ
洗

浄
の
後
に
行
う
こ
と
が
重
要

③�

殺
菌
剤
は
、
六
％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
二
百
ppm（
三
百
倍
）使
用
を
推
奨
す
る

④�

手
洗
い
必
要
箇
所
の
ブ
ラ
シ
洗
い
に
お
い

て
は
、
必
ず
ソ
ッ
ク
ス
部
や
ク
オ
ー
タ
ー

ミ
ル
カ
ー
と
バ
ケ
ッ
ト
ミ
ル
カ
ー
に
注
意

し
、
洗
浄
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要

⑤�

ゴ
ム
類
の
交
換
に
お
い
て
、
逆
支
弁
は
一

年
に
二
回
以
上
実
施
の
こ
と
。
ク
ロ
ー
ス

ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
、ク
ロ
ー
パ
ッ
キ
ン
、ソ
ッ

ク
ス
パ
ッ
キ
ン
、Ｏ
リ
ン
グ
、ミ
ル
ク
ホ
ー

ス
な
ど
の
ゴ
ム
は
一
年
～
三
年
に
一
度
は

全
交
換
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
ミ
ル
カ
ー

設
置
か
ら
十
年
移
以
上
経
過
の
ミ
ル
カ
ー

は
ゴ
ム
の
劣
化
が
著
し
い
た
め
ゴ
ム
類
の

全
交
換
が
必
要
で
あ
る
。

⑥�

そ
の
ほ
か
の
汚
染
要
因
と
し
て
、
ソ
ッ
ク

ス
フ
ィ
ル
タ
ー
の
再
使
用
、
ス
ポ
ン
ジ
回

収
し
た
残
乳
の
バ
ル
ク
投
入
な
ど
に
注
意

す
る
こ
と

　

広
酪
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
六
次
中
期
三
か
年
計

画
に
、
生
乳
に
か
か
る
体
細
胞
数
、
細
菌
数
の
数
値
に
関
し
て
体
細
胞
数
は

三
十
万
個
／
㎖
以
下
、
細
菌
数
は
一
万
個
／
㎖
以
下
を
占
め
る
生
乳
出
荷
量

の
割
合
が
九
十
％
に
達
す
る
よ
う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
一
助
と
す
べ
く
梅
原
先
生
を
招
い
て
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

顧
み
る
と
、
細
菌
数
の
検
査
は
、
平
成

二
十
二
年
四
月
よ
り
中
国
生
乳
販
連
の
「
バ

ク
ト
ス
キ
ャ
ン
」を
用
い
る
検
査
に
移
行
し

ま
し
た
。
当
時
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
該
当
す
る

生
産
者
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
解
決
に
備
え
て
、
梅
原
先
生
を

招
き
搾
乳
機
器
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
、
集
乳

車
に
及
ぶ
衛
生
的
チ
ェ
ッ
ク
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
搾
乳
機
器
な
ど
洗
浄
時
に

留
意
す
べ
き
指
導
を
受
け
、
そ
の
実
行
を
図

る
こ
と
で
、
大
幅
に
細
菌
数
問
題
の
改
善
は

図
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
、
改
善
を
進
め
て
行

く
た
め
、今
回
の
研
修
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

以
下
に
、研
修
会
の
要
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　
細
菌
数
減
少
の
対
策
は
、

　
洗
浄
の
徹
底
に
尽
き
る
！

　

生
菌
・
耐
熱
菌
削
減
に
向
け
て
、
搾
乳
機

器
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
洗
浄
は
重
要
で
あ

り
、
む
し
ろ
殺
菌
よ
り
も
洗
浄
を
徹
底
す
べ

き
と
説
か
れ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト

演
題
：�

搾
乳
現
場
に
お
け
る

　
　
　
衛
生
的
乳
質
向
上
へ
の
取
り
組
み

講
師
：
梅
原
健
治
氏

　
　
　�（
㈲
ベ
ッ
セ
ル
代
表
・

　
　
　
　
獣
医
環
境
衛
生
研
究
所
・
獣
医
師
）

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
下
記
の
六
項
目
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
舎
内
の
消
毒
を
励
行
し
、
こ
の

際
に
使
用
す
る
資
材
と
し
て
は
ド
ロ
マ
イ
ド

石
灰
の
塗
布
が
有
効
で
あ
る
と
説
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
他
、
搾
乳
時
に
乳
頭
清
拭
と
し
て

使
用
す
る
ベ
ッ
セ
ル
タ
オ
ル
の
特
徴
と
効
果

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
の
詳
細
な
内
容
、
更
に
ド

ロ
マ
イ
ド
石
灰
、
ベ
ッ
セ
ル
タ
オ
ル
等
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
広
酪
事
業
推
進

課（
電
話
：
〇
八
二
四

−

六
四

−

二
〇
七
二
）

で
お
受
け
し
ま
す
。

殺菌より
洗浄の

徹底が重
要!!


